叫んで いました。 

みなさん。 こんな 話 は 一体 ほんとうで しょうか。 ど 

たれ うそ 

うせ 昔の ことです から 誰もよ くわ かりま せんが 多分 偽 

ではないで しょうか。 

どうしてって、 私 は その 偽の 方の 話 を も 一 つち やん 

と 知って るんで す。 それ は あんまり ちかごろ 起った こ 

とでもう それが うそな こと は 疑い もな にもありません- 

実は ゆうべ 起った ことなの です。 

きつね 

さあ、 ご覧なさい。 やはり あの 大きな 川の 岸で、 狐 

の 住んで いた 処 から 半 町ば かり 離れた 所に 平 右衛門 

という 人の 家が あります。 



こさち 

中に 一人 一 向 笑わない 男が ありました。 それ は 小吉と 

いう 青い 小さな 意地悪の 百姓でした。 

小吉 はさつ きから 怒って ばかりい たのです。 (第一 

しもざ わん 

おら、 下座 だ ちゅうはず ああん まい、 ふん、 お 椀の ふ 

ぢぁ 欠げ でる、 油煙 はば やば や、 さがな の 眼 玉 は 白く 

だ さかす き くそ 

てぎ ろぎ ろ、 誰っても 盃 よごさな いえい 糞 面白ぐ も 

ない) とうとう 小 吉がぷ つと 座 を 立ちました。 

平 右衛門が、 

「待て、 待て、 小吉。 もう 一杯 やれ、 待てったら」 と 

言って いました が 小 吉はぷ いつ と 下駄 を はいて 表に 出 

てし まいました。 
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